
2025年

時 期 ２年Ａ巡 単元 学科 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 15時限 ⼈⾒
必要時限 15時限
　指導教員の実務経験 該当 非該当

　④ガソリンエンジン本体の構造、機能が理解出来る。
　⑤燃料装置の構成部品、名称、役割、構造、機能が理解出来る。

　⾃動⾞整備⼠として、エンジン整備の実務経験がある教員によりエンジンの構造、作動について指導する。

　⑤ガソリンエンジンの電⼦制御装置の概要、構造、機能について理解する。

　準備学習
　事前に⼀年Ａ、Ｂ巡エンジン構造Ⅰの内容を確認し、ガソリンエンジンの性能、燃焼、バルブタイミング等、
　ガソリンエンジンの本体構造、潤滑装置、冷却装置の復習
　次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。

　　③エンジンの燃焼。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　　①ガソリンエンジンの燃焼⽅式。　　　　　　　④燃料装置
　　②エンジンの性能。　　　　　　　　　　　　　　⑤電⼦制御装置

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。
　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて評価する。

  ２）出題試験項目

　①ガソリン・エンジンの燃焼⽅式を理解する。

　④ガソリンエンジンの燃料装置の構造、機能を理解する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　⑥電⼦制御装置の構成部品、名称、役割、構造、機能が理解出来る。

　②ガソリンエンジンの性能、燃焼を理解する。
　③ガソリンエンジンのエンジン本体の構造、機能を理解する。

　①ガソリンエンジンの燃焼⽅式がわかり、分類ができ、その特徴が理解出来る。
　②ガソリンエンジンの性能について理解出来る。
　③ガソリンエンジンの燃焼及び排出ガス特性について理解出来る。

授業計画⾃動⾞整備科・⼀級⾃動⾞工学科

教科担当

発⾏⽇教科書等
持参品

科 目 エンジン構造Ⅱ1

エンジン構造Ⅱ1
　２級ガソリン⾃動⾞　エンジン編
　科目別試験問題



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

授業ノート ⼈数分
授業進⾏⽤投影資料
科目別プリント 各１

14 　電⼦制御装置5 　電⼦制御装置の構造、機能を理解する。

15 　期末試験

12

13 　電⼦制御装置4 　電⼦制御装置の構造、機能を理解する。

11 　電⼦制御装置2 　電⼦制御装置の構造、機能を理解する。

　電⼦制御装置3 　電⼦制御装置の構造、機能を理解する。

9 　燃料装置2 　燃料装置の構造、機能を理解する。

10 　電⼦制御装置1 　電⼦制御装置の構造、機能を理解する。

7 　エンジン本体
　４ 　可変バルブタイミング機構の構造、機能について理解する。

8 　燃料装置1 　燃料装置の構造、機能を理解する。

5 　エンジン本体
　２ 　エンジンのバランサ機構の構造、機能について理解する。

6 　エンジン本体
　３

　バルブ機構の構造、機能について理解する。
　可変バルブ機構の概要について理解する。

4 　エンジン本体
　１

　シリンダヘッド、シリンダ、ピストンの構造、機能について理解す
る。　　ピストンリング、コンロッド、クランクシャフトについて理解す
る。

3 　総論　３ 　ガソリンエンジンの性能について理解する　２。

2 　総論　２ 　ガソリンエンジンの性能について理解する　１。

⾃動⾞整備科・⼀級⾃動⾞工学科 2025年 授業計画

２年Ａ巡 学科 エンジン構造Ⅱ1

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1 　総論　１ 　ガソリンエンジンの燃焼⽅式について理解する。 　２級ガソリン⾃動⾞
　エンジン編 各１



2025年

時 期 ２年Ｃ巡 単元 学科 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 １１時限 吉田
必要時限 １１時限
　指導教員の実務経験 該当 非該当

　②ガソリンエンジンの点検整備を理解する。

授業計画⾃動⾞整備科・⼀級⾃動⾞⼯学科

教科担当

発⾏⽇教科書等
持参品

科 目 ⾃動⾞⼯学

エンジン構造Ⅱ2
　２級ガソリン⾃動⾞　エンジン編

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　2級ジーゼル⾃動⾞　エンジン編
　科目別問題集

　事前に前期分のエンジン構造に関する内容について復習する。
　次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。

　①吸排気装置の構造、機能を理解する。

　　④ガソリンエンジンの総論、本体、潤滑、冷却装置、燃料装置、電⼦制御装置（前期分の範囲）

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　　①吸排気装置の構造、機能。

　　③ガソリンエンジンの故障探求基礎

　③ガソリンエンジンの故障探求の基礎について理解する。

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、⼯学科　７０点以上で合格。
　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて評価する。

  ２）出題試験項目

　①エンジンの吸排気装置の過給機、可変吸気装置の役割、構成部品、名称が理解出来る。
　②エンジンの吸排気装置の過給機、可変吸気装置の構造、機能が理解出来る。
　③ガソリンエンジンの点検⼿順が理解出来る。

　⾃動⾞整備⼠として、エンジン整備の実務経験がある教員によりエンジンの構造、作動について指導する。

　　②ガソリンエンジンの点検整備。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　④電⼦制御装置の各センサ、アクチュエータの回路点検が理解出来る。
　⑤ガソリンエンジンの故障探求の基礎について理解出来る。
　⑥ガソリンエンジンの故障現象と原因の関連について理解できる。

　準備学習
　事前にエンジン４（電⼦制御）に関する電⼦制御装置の構成部品、制御等を復習する。



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

　授業ノート 各１
科目別問題 各１
授業進⾏⽤投影資料

2 吸排気装置 リサーキュレーションバルブ作動、潤滑、スーパチャージャ作動

⾃動⾞整備科・⼀級⾃動⾞⼯学科 2025年 授業計画

２年Ｃ巡 学科 エンジン構造Ⅱ2

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1 吸排気装置 過給機概要　ターボチャージャー構造、ウエストゲートバルブ作動 　２級ガソリン⾃動⾞
　エンジン編 各１

3 吸排気装置 スーパチャージャ過給圧制御、インタクーラ、可変吸気装置、
EGR

4
吸排気装置
（ジーゼル分
野）

可変容量式ターボチャージャ、インタクーラ、排気ガス後処理装置

5 点検整備 点検整備概要、点検⼿順

6 点検整備 外部診断機活⽤、回路点検（回転センサ）

9 　故障探求 「始動不良」、「エンジンオイル消費が多い」他

7 点検整備 回路点検（IGNコイル、スロットルポジションセンサ、⽔温センサ）

8 点検整備 回路点検（電⼦スロットル、フューエルポンプ、インジェクタ）

10 CAN通信 概要、構造、種類、バスライン上の電圧変化、故障診断

11 期末試験

　２級ジーゼル⾃動⾞
　エンジン編 各１


